
1 

 

愛知県刈谷児童相談センター 
 

 

 

事 業 概 要 

 

 

 

平成３０年度版(平成2９年度実績) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

目      次 
 

１ 機構、職員配置状況および管轄区域 

(1) 機構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １ 

(2) 職員配置  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１ 

(3) 管轄区域  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１ 

 

２  業務のあらまし  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２ 

  

３ 相談の種類と主な内容  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ３ 

  

４  全体の概要について 

(1) 受付件数     ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ４ 

(2) 対応状況（電話相談を除く） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ４ 

(3) 受付件数と対応延べ件数  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ５ 

  

５  養護相談について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  ５  

 

６  虐待相談について 

(1) 対応件数の状況  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ６ 

(2) 児童福祉法第28条、第33条の7による申立ての状況  ‥‥‥‥  ７ 

 

７  非行相談について 

(1) 受付件数の状況  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８ 

(2) 対応状況   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８ 

 

８  要保護児童対策地域協議会設置状況について 

(1) 要保護児童対策地域協議会設置状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９ 

(2) 虐待・要支援ケース杷握数    ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９ 

 

９ 資 料 

(1) 管内の人口と関係機関数  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １０ 

(2) 市別・相談種類別受付件数  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １０ 

 

 

 

 



3 

１ 機構、職員配置状況及び管轄区域   

 

（１）機構  

 

 センター長    児童育成課長    課長補佐（SV）  主任主査（保健師） 

  （兼課長補佐 SV） （兼児童育成課長） 

                                           主査（ＳＶ）    児童福祉司 

 

                                主査（総務） 

        課長補佐（総務）   

                 児童心理司 

※ＳＶ：児童福祉司スーパーバイザー    

 

（２）職員配置 

                     平成３０年 4 月1 日現在 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）管轄区域 

碧南市、刈谷市、安城市、知立市、高浜市 
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合
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1 1 1 1 2 1 11 5 23 



4 

 ２ 業務のあらまし 

 

児童相談センターは、児童福祉法第１２条に規定される「児童相談所」業務を行っており、児童福

祉のための専門機関として、主として次の業務を行っている。 

(1) 市町村の業務の実施に関し、市町村相互間の連絡調整、市町村に対する情報の提供その他必要な

援助を行うこと及びこれらに付随する業務を行うこと。 

(2) 児童に関する家庭その他からの相談のうち、専門的な知識及び技術を必要とするものに応ずるこ

と。 

(3) 児童及びその家庭について、必要な調査並びに医学的、心理学的、教育学的、社会学的及び精神

保健上の判定を行い、必要な指導を行うこと。 

(4) 児童を児童福祉施設等に入所させ、または里親に委託して、その福祉を図ること。 

(5) 児童の一時保護を行い、また適当な者に一時保護を委託すること。 

(6) 地域における各機関が一体的な活動を行えるよう関係機関のネットワーク化を推進すること。 

(7) 児童の親権者が、その親権を濫用し、又は著しく不行跡であるときは、親権喪失宣告の請求を行

うこと。また、必要があるときは、後見人の選任及び解任の請求を行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童相談センターの業務系統図】 

  
   福 祉 事 務 所 

児  童  委  員 
県 ・ 市 町 村 
児童福祉施設等 

   警   察   署 
家 庭 裁 判 所 
保   健   所 
医  療  機  関 
学          校 
教 育 委 員 会 
里          

親 
   家  族 ・ 親  戚 

近  隣 ・ 知  人 
児  童  本  人 
そ   の   他 

 児童相談センター 

  
  受理会議 

相談 
  
通告 
  
送致 

  
 調   査→社会診断 
         心理診断 
         医学診断 
 一時保護→行動診断 
          その他の診断 

  
  総合診断 

  
  援助方針 
 会議 

 （意見照会）  （意見具申） 

 県児童福祉審議会 

 援 助 

  

  乳児院 
   児童養護施設 

知的障害児施設 
盲ろうあ児施設 

 肢体不自由児施設 
 重症心身障害児施設 
 児童心理治療施設 
児童自立支援施設 

  
  児童福祉施設入所措置 
 指定医療機関委託 
 里親 
 児童自立生活援助措置 
 福祉事務所送致措置 
 事務所長、市町村長送致 
 家庭裁判所送致 
 家庭裁判所家事審判請求 
  

  
児童福祉司指導 
児童委員指導 
児童家庭支援センター指導 
知的障害者福祉司指導 
社会福祉主事指導 

訓戒、誓約措置 

  
 助言指導 
 継続指導 
 他機関 
 あっせん 

  
    在 宅 指 導 等 

  
 施設入所の承認 
 親権喪失宣告の請求 
 後見人選任（解任）の請求 
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３ 相談の種類と主な内容 

大分類 相談の種類 内         容 

養
護
相
談 

児童虐待相談  

 児童虐待の防止等に関する法律の第２条に規定する次の行為に関する相談。 

（1）身体的虐待 

 生命・健康に危険のある身体的な暴行 

（2）性的虐待 

 性交、性的暴行、性的行為の強要 

（3）心理的虐待 

 暴言や差別などの心理的外傷を与える行為 

（4）保護の怠慢・拒否（ネグレクト） 

 保護の怠慢や拒否により健康状態や安全を損なう行為及び棄児 

その他の相談  

 父又は母等保護者の家出・失踪、死亡、離婚、入院、稼動及び服役等による養育困難児、迷子、

親権を喪失した親の子、後見人を持たぬ児童等児童虐待相談以外の環境的問題を有する児童、養

子縁組に関する相談。 

保健相談 保 健 相 談 
 未熟児、虚弱児、内部機能障害、小児喘息その他の疾患（精神疾患を含む）等を有する児童に関

する相談。 

障
害
相
談 

肢体不自由相談  肢体不自由児、運動発達の遅れに関する相談。 

視聴覚障害相談  盲（弱視を含む）、ろう（難聴を含む）等視聴覚障害児に関する相談。 

言語発達障害等相談 

 構音障害、吃語、失語等音声や言語の機能障害をもつ児童、言語発達遅滞、学習障害、注意欠陥

多動性障害を有する児童等に関する相談。 

ことばの遅れの原因が知的障害、自閉症、しつけ上の問題等他の相談種別に分類される場合はそ

れぞれのところに入れる。 

重症心身障害相談  重症心身障害児（者）に関する相談。 

知 的 障 害 相 談  知的障害児に関する相談。 

自 閉 症 相 談  自閉症若しくは自閉症同様の症状を呈する児童に関する相談。 

非
行
相
談 

ぐ犯行為等相談 

 虚言癖、浪費癖、家出、浮浪、乱暴、性的逸脱等のぐ犯行為、もしくは飲酒、喫煙等の問題行動

のある児童、警察署からぐ犯少年として通告のあった児童、又は触法行為があったと思料されて

も警察署から法第２５条による通告のない児童に関する相談。 

触法行為等相談 

 触法行為があったとして警察署から法第２５条による通告のあった児童、犯罪少年に関して家庭

裁判所から送致のあった児童に関する相談。受け付けた時には通告がなくとも調査の結果、通告

が予定されている児童に関する相談。 

育
成
相
談 

性格行動相談  
 児童の人格の発達上問題となる反抗、友だちと遊べない、落ち着きがない、内気、緘黙、不活発、

家庭内暴力、生活習慣の著しい逸脱等性格若しくは行動上の問題を有する児童に関する相談。 

不 登 校 相 談  
 学校及び幼稚園並びに保育所に在籍中で、登校（園）していない状態にある児童に関する相談。

非行や精神疾患、養護問題が主である場合には、それぞれのところに入れる。 

適 性 相 談  進学適性、職業適性、学業不振等に関する相談。 

育児・しつけ相談  家庭内における幼児のしつけ、児童の性教育、遊び等に関する相談。 

その他の相談  上記のいずれにも該当しない相談。 
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４ 全体の概要について      

 

平成２9 年度の相談件数は、1,773件（前年度 1,785 件）で横ばいとなっている。 

 相談別では、養護相談が全体の 50.5％、障害相談が 39.5％を示し、全体の中では高い割合を占

めている。次いで育成相談が 6.9％となっている。 

                                            

（１）受付件数                                単位：件 

区    

分 

2７年度 2８年度 2９年度 

計 計 碧南市 刈谷市 安城市 知立市 高浜市 管外 計 % 

養    護 725 915 68 232 304 157 112 22 895 50.5% 

虐待（再掲） 470 547 25 75 115 42 46 7 310 （再掲）17.5% 

保    健 2 3 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 

障    害 624 653 117 164 241 111 66 2 701 39.5% 

非    行 39 30 3 12 7 6 12 1 41 2.3% 

育    成 195 141 16 27 38 26 7 8 122 6.9% 

そ の 他 6 43 0 9 3 0 0 2 14 0.8% 

合    計 1,591 1,785 204 444 593 300 197 35 1,773 100.0% 

 

 

 

（２）対応状況（電話相談を除く）                       単位：件 

区    分 
当年度

受付 

面接 

指導 

訓戒・ 

誓約 

児童福

祉司指

導 

児童福

祉施設

入所 

指定医

療機関

委託 

里親 

委託 

家裁 

送致 
その他 

当年度 

処理計 

養    護 895 794 0 1 26 0 6 0  81 908 

虐待（再掲） 310 256 0 0 11 0 2 0 52 （ 再 掲 ） 321 

保    健 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

障    害 701 684 0 0 0 0 0 0 14 698 

非    行 41 17 10 11 2 0 0 0 1 41 

育    成 122 120 0 0 2 0 0 0 0 122 

そ の 他 14 14 0 0 0 0 0 0 0 14 

合    計 1,773 1,629 10 12 30 0 6 0 96 1,783 
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（３）受付件数と対応延べ件数                      単位：件 

相談種別 
養護 

(その他） 

養護 

(虐待) 
非行 障害 育成 その他 合計 

受付件数 585 310 41 701 122 14 1,773 

  ％ 33.0% 17.5% 2.3% 39.5% 6.9% 0.8% 100% 

対応延べ件数 11,549 12,752 1,029 2,099 723 17 28,169 

  ％ 40.9% 45.3% 3.7% 7.5% 2.6% 0.0% 100% 

1 件あたり対

応延べ件数 
19.7 41.1 25.1 3.0 5.9 1.2 

平均 

15.9 

 

 

５ 養護相談について 

 

養護相談・・・父又は母等保護者の家出・失踪、死亡、離婚、入院、稼働及び服役等による養育困難

児、迷子、被虐待児、親権を喪失した親の子、後見人を持たない児童等、環境的問題

を有する児童、養子縁組に関する相談 

 

 

理由別対応件数の推移                          単位：件 

区    分 27年度 28年度 

29 年度 

碧南市 刈谷市 安城市 知立市 高浜市 管外 計 

家      出 

(失踪を含む） 
6 4 0 7 3 0 0 0 10 

死     亡 0 2 0 0 0 1 0 0 1 

離     婚 4 7 1 3 0 1 2 0 7 

疾     病 

(入院を含む） 
24 38 4 5 1 8 3 1 22 

家
庭
環
境 

虐   待 

（棄児を含む） 
453 547 27 82 119 44 43 6 321 

そ の 他 159 270 36 136 184 96 59 11 522 

そ  の  他 44 47 1 9 1 11 1 2 25 

計 690 915 69 242 308 161 108 20 908 

（注）件数は各年度内に処理した件数であり、受付件数とは異なる。 



8 

６ 虐待相談について 

(1) 対応件数の状況 

ア 経路別対応件数                                                     単位：件 

区  分 

県・市町村 児童

福祉

施設 

警察 里親 
学校

等 

医療 

機関 

家族・ 

親戚 

近隣・ 

知人 
本人 

その

他 
合計 福祉事 

務所等 

児童相 

談所 
その他 

件 数 31 18 6 8 206 1 4 5 19 23 0 0 321 

％ 9.7% 5.6% 1.9% 2.5% 64.2% 0.3% 1.2% 1.6% 5.9% 7.2% 0% 0% 100% 

 （注）「県・市町村 福祉事務所等」・・・福祉事務所、児童委員 

    「県・市町村 その他」・・・保健センター、町村、他児相(県内) 

    「施設・指定医療機関等」・・・児童福祉施設（保育所含む）、旧国立療養所 

 

  イ 主な虐待者                             単位：件 

区 分 

父 母 

その他 合計 
実父 

実父以外 

の父 
実母 

実母以外 

の母 

件数 150 18 140 1 12 321 

％ 
46.8% 5.6% 43.6% 0.3% 

3.7% 100% 
52.4% 43.9% 

 

ウ 被虐待児の状況                             単位：件 

区分 身体的虐待 ネグレクト 性的虐待 心理的虐待 合計 （％） 

３歳未満 16 26 0 32 74 23.1% 

３歳～６歳 13 16 0 43 72 22.4% 

７歳～１２歳 36 19 2 54 111 34.6% 

１３歳～１５歳 ２０ ６ ０ １７ ４３ 13.4% 

１６歳以上 １１ ４ １ ５ ２１ ６.５％ 

合計 ９６ ７１ ３ １５１ 
３２１ 100% 

（％） 30.0% 22.1% 0.9% 47.0% 

   （注）1「身体的虐待」・・・殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせ

るなど。 

      2「ネグレクト」・・・乳幼児を家に残したまま外出する、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車

の中に放置する、保護者以外の同居人や自宅に出入りする第三者による虐待を放

置するなど。 

      3「性的虐待」 ・・・性的行為の強要、性器や性交を見せる、ポルノグラフィの被写体にするなど。 

      4「心理的虐待」・・・言葉による脅し、無視、兄弟間差別的扱い、子どもの面前で配偶者やその他の家 

族などに対し暴力をふるう、子どものきょうだいに 1～4 の行為を行うなど。 
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 エ 対応状況                                                            単位：件 

区  分 
当年度 

受付 

面接指導 児童福

祉司指

導 

児童福

祉施設

入所 

指定医

療機関

委託 

里親委

託 
その他 

当年度 

処理計 助言 

指導 

継続 

指導 

他機関 

斡旋 

件 数 310 210 46 0 0 11 0 2 52 321 

％ ― 65.4% 14.4% 0.0% 0.0% 3.4% 0.0% 0.6% 16.2% 100% 

 

 オ 児童福祉施設への入所状況                      単位：件 

区 分 
児童養護 

施設 
乳児院 

児童自立 

支援施設 

児童心理治療 

施設 

その他 

の施設 
合計 

件数 7 3 0 0 1 11 

％ 63.6% 27.3% 0.0% 0.0% 9.1% 100% 

  

 カ 一時保護の状況 

区 分 

28 年度 29 年度 

受付計 
うち、一時保護を 

実施したもの 
受付計 

うち、一時保護を 

実施したもの 

件数 547 72 321 78 

％ 100% 13.2% 100% 24.3% 

 

 キ 児童虐待防止法関係                         単位：件 

区 分 

安
全
確
認 

出
頭
要
求 

立
入
調
査 

再
出
頭
要
求 

臨
検
・
捜
索 

援
助
要
請 

保
護
者
・
指
導
勧
告 

全
部
制
限 

面
会
制
限 

通
信
制
限 

住
所
情
報
の
制
限 

接
近
禁
止
命
令 

件数 321 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

 

(２) 児童福祉法第２８条、第３３条の７による申立ての状況 

親権者の意に反して施設入所等の措置を行う場合の、家

庭裁判所による措置の承認を求める申立 

    

親権喪失宣告の請求申立 

 

 

第２８条申立 

 ０件 

第３３条の７申立 

 0 件 



10 

７ 非行相談について 

 

ぐ犯行為等相談・・・虚言癖、浪費癖、家出、浮浪、乱暴、性的逸脱等のぐ犯行為、問題行動のある 

           児童、警察署からぐ犯少年として通告のあった児童、又は触法行為があったと 

思われても警察署から児童福祉法第２５条による通告のない児童に関する相

談。 

触法行為等相談・・・触法行為があったとして、警察署から児童福祉法第２５条による通告のあった 

          児童、犯罪少年に関して家庭裁判所から送致のあった児童に関する相談。 

受け付けた時には通告がなくとも、調査の結果、通告が予定されている児童に          

関する相談についてもこれに該当する。 

 

 （１）受付件数の状況 

  ア 相談件数                       単位：件 

    

 

 

 

 

 

  イ 年齢別件数                            単位：件 

 

 

 （２）対応状況                              単位：件 

 

   27 年度 28 年度 29 度 

ぐ犯行為等相談 21 14 21 

触法行為等相談 18 16 20 

合計 39 30 41 

  

０
～
６
歳 

７
歳 

８
歳 

９
歳 

１
０
歳 

１
１
歳 

１
２
歳 

１
３
歳 

１
４
歳 

１
５
歳 

１
６
歳 

１
７
歳 

１
８
歳 

合
計 

ぐ犯行為 

等相談 
0 0 1 1 0 0 4 3 5 3 1 3 0 21 

触法行為 

等相談 
0 0 2 1 1 0 5 8 2 1 0 0 0 20 

合  計 0 0 3 2 1 0 9 11 7 4 1 3 0 41 

  
29 年度 

受付 

面接 

指導 

訓戒・ 

誓約 

児童

福祉

司指

導 

児童

福祉

施設

入所 

指定医

療機関

委託 

里親 

委託 

家裁 

送致 
その他 合計 

ぐ犯行為 

等相談 
21 17 0 1 2 0 0 0 0 20 

触法行為 

等相談 
20 0 10 10 0 0 0 0 1 21 

合  計 41 17 10 11 2 0 0 0 1 41 
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８ 要保護児童対策地域協議会設置状況について 

（１）要保護児童対策地域協議会設置状況 

平成 16年の児童福祉法改正により、虐待を受けた児童などに対する市町村の体制強化を図るため、

関係機関が連携を図り児童虐待等への対応を行なう「要保護児童対策地域協議会」が設置されていま

す。平成 20 年児童福祉法改正により、対象は要保護児童、要支援児童及びその保護者、特定妊婦ま

で拡大されました。 

管内では下表のとおり協議会が設置されています。 

市名 現                 況 

碧南市 

平成 15 年 7 月 3 日「子ども虐待防止ネットワーク・へきなん協議会」を設置。 

平成 17 年 7 月 1 日「碧南市要保護児童対策地域協議会」を設置。 

事務局はこども課。年 1 回代表者会議、毎月実務担当者連絡会議を開催。 

刈谷市 

平成 14 年 7 月 1 日「刈谷市児童虐待防止協議会」を設置。 

平成 17 年 10 月 1 日「刈谷市要保護児童対策地域協議会」を設置。 

平成 20 年 4 月 1 日「刈谷市要保護者対策地域協議会」を設置。児童部会、高齢者部会、

障害者部会、DV 被害者部会（平成 24 年 4 月 1 日）の 4 つの部会で構成。 

児童部会の事務局は子育て推進課。年 1 回代表者会議、毎月実務者会議を開催。 

安城市 

平成 16 年 10 月 1 日「安城市児童虐待防止協議会」を設置。 

平成 17 年 10 月 1 日「安城市要保護児童対策地域協議会」を設置。 

平成 20 年 4 月 1 日「安城市虐待等防止地域協議会」に名称変更。児童部会、高齢者部

会、障害者部会、DV 部会の４部会で構成。 

児童部会の事務局は子育て支援課。年３回代表者会議、毎月実務者会議を開催。 

知立市 

平成 15 年 7 月 1 日「知立市児童虐待防止ネットワーク協議会」を設置。 

平成 19 年４月 1 日「知立市要保護児童対策ネットワーク協議会」を設置。 

平成 28 年４月１日「知立市虐待等防止ネットワーク協議会」を設置。 

年 1 回代表者会議、毎月実務者会議を開催。 

高浜市 

平成 16 年 7 月 1 日「高浜市虐待防止ネットワーク協議会」を設置。 

平成 18 年 4 月 1 日「高浜市要保護者対策地域協議会」を設置。 

年１回代表者会議、毎月要保護児童対策実務者会議を開催。実務者会議は児童・高齢者・

障害者の 3 会議で構成。 

 

（２）虐待・要支援ケース把握数（平成 30 年4月 1 日現在） 

市名 

市管理ケース  児相管理ケース 
その他の機関による

管理ケース 
合計 要保護 

 

要支援 施設措置 

 

在宅継続 

 

碧南市 31 16 11 8 - 66 

刈谷市 10 25 52 12 − 99 

安城市 12 26 81 8 - 127 

知立市 2 29 47 8 - 86 

高浜市 9 33 15 5 - 62 
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９ 資料 

（1）管内の人口と関係機関数 

＜資料１＞ 管内の人口と関係機関数 
       

  
人口 

（人） 

保育所 

（所） 

幼稚園 

（園） 

認定   

子ども

園（園） 

小学校 

（校） 

中学校 

（校） 

特別支

援学校

（校） 

家庭相談

員（人） 

民生委員 

（人） 

主任児童 

委員（人） 

碧南市 72,762 14 5 0 7 5 0 4 115 12 

刈谷市 150,617 17 16 0 15 6 1 2 157 12 

安城市 188,693 34 12 2 21 8 1 4 201 21 

知立市 71,771 15 4 0 7 3 0 3 108 6 

高浜市 48,292 8 4 2 5 2 0 1 51 3 

計 532,135 88 41 4 55 24 2 14 632 54 

（注）平成 30 年４月１日現在 

 

（2）市別・相談種類別受付件数（平成２9年度実績） 

 

 

区 分 

養護相談 

      

保                            

健 

障害相談 非行相談  育成相談 

  

そ

の

他 

計 
児
童
虐
待 

そ 
の 
他 

肢 

体

不

自

由 

視

聴

覚 

言

語

発

達 

重

症

心

身 

知

的

障

害 

発

達

障

害 

ぐ

犯

行

為

等 

触

法

行

為

等 

性

格

行

動 

不

登

校 

適

性 

育

児

 ・ 

し

つ

け 

碧南市 25 43 0 4 0 0 2 106 5 1 2 5 1 4 6 0 204 

刈谷市 75 157 0 2 0 0 9 134 19 8 4 13 6 3 5 9 444 

安城市 115 189 0 3 0 0 10 210 18 5 2 22 4 5 7 3 593 

知立市 42 115 0 1 0 0 8 94 8 2 4 9 8 3 6 0 300 

高浜市 46 66 0 0 0 0 5 61 0 4 8 4 0 3 0 0 197 

管外 7 15 0 0 0 0 0 1 1 1 0 4 3 0 1 2 35 

計 310 585 0 10 0 0 34 606 51 21 20 57 22 18 25 14 1,773 


